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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 1,503 7.6 251 129.2 248 135.4 154 304.7

2024年３月期第３四半期 1,396 35.0 109 － 105 － 38 －

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 154百万円（304.7％） 2024年３月期第３四半期 38百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 5.84 －

2024年３月期第３四半期 1.44 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 5,973 4,882 81.7

2024年３月期 6,008 4,728 78.7

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 4,882百万円 2024年３月期 4,728百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 0.00 0.00

2025年３月期 － － －

2025年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,900 0.4 240 27.3 235 28.2 130 35.1 4.91

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（注）当社は、2023年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 26,466,366株 2024年３月期 26,466,366株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 13,483株 2024年３月期 12,083株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 26,453,666株 2024年３月期３Ｑ 26,457,534株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2023年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均
株式数」を算定しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、サービス需要やインバウンド需要が高まるなど、緩やかな景

気回復がみられました。一方、円安に伴う輸入価格の高騰による物価上昇、資源価格の高騰、人手不足の深刻化な

ど、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループの主力である温浴事業では、東京都新宿区歌舞伎町にて事業展開する温浴

施設「テルマー湯　新宿店」におきまして、開業から９年が経過し設備関連の修繕や備品の買い替え費用が増加し

ております。中でも７月からの新紙幣発行に対応するため、ポスシステムと精算機の入替えを行った際には２日間

の休業を余儀なくされ入館者数と売上高減少の要因となりましたが、当第３四半期連結累計期間の入館者数は前年

同期と比べ0.1％増加し、24万２千人となりました。集客活動といたしましては、高温サウナデーを設けるなど、サ

ウナ関連イベントに引続き注力したほか、３月から開催している「春の伊豆・静岡フェア」を５月まで開催し、６

月からは「夏の沖縄フェア」を、９月からは「秋の広島フェア」を、12月からは「冬の北海道フェア」を開催し、

レストランでの限定メニューや限定グッズの販売など、お客様を飽きさせないよう集客イベントにも注力いたしま

した。

　また、東京都港区西麻布で事業展開する「テルマー湯　西麻布店」におきましては、当第３四半期連結累計期間

の入館者数は前年同期と比べ8.0％増加し、６万６千４百人となりました。西麻布店は特にサウナに力を入れた施設

となっており、有名アウフギーサーを多数ゲストに迎え、アウフグースに特に注力いたしました。また、従来から

有料の岩盤浴サービスを12月から期間限定ではありますが無料で開放いたしております。これにより、岩盤浴の魅

力をもっと多くの方々に体験していただき将来的に売上高のアップを狙います。

　その結果、温浴事業の売上高は前年同期に比べ7.8％増加し1,465,133千円、営業利益は前年同期に比べ80.3％増

加し348,015千円となりました。なお、営業利益が大幅に増加した要因といたしましては、「テルマー湯　西麻布

店」におきまして前年同期は新規開業のための初期投資費用を売上原価に計上しておりましたが、当第３四半期連

結累計期間ではその費用がなかったことのほか、「テルマー湯　新宿店」におきまして８月から入館料の値上げを

実施したことによるものであります。

　不動産事業では、東京都港区西麻布に所有する「エコナック西麻布ビル」の住居部分の賃貸収益につきまして、

継続して安定した収入を得ることができました。

　その結果、売上高は前年同期に比べ2.1％増加し37,891千円、営業利益は前年同期に比べ3.5％増加し12,294千円

となりました。

　以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は前年同期に比べ

7.6％増加し1,503,024千円となりました。営業利益は前年同期に比べ129.2％増加し251,130千円、経常利益は前年

同期に比べ135.4％増加し248,594千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に比べ304.7％増加し

154,581千円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産の減少などにより前連結会計年度末と比較して35,723千

円減少し、5,973,144千円となりました。

　負債は、未払金の減少や長期借入金の減少などにより前連結会計年度末 と比較して190,134千円減少し、

1,090,344千円となりました。

　純資産は、利益剰余金の増加により前連結会計年度末と比較して154,410千円増加し、4,882,799千円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年５月14日に公表しました連結業績予想から修正は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,228,015 1,388,052

売掛金 94,063 105,144

商品 1,758 3,289

原材料及び貯蔵品 1,349 4,127

その他 19,858 5,394

貸倒引当金 △2,499 △1,184

流動資産合計 1,342,547 1,504,824

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,447,027 2,264,896

機械装置及び運搬具（純額） 41,204 34,652

工具、器具及び備品（純額） 87,697 78,479

土地 1,834,794 1,834,794

有形固定資産合計 4,410,722 4,212,822

無形固定資産

借地権 83,445 83,445

ソフトウエア 4,081 4,550

電話加入権 1,528 1,528

無形固定資産合計 89,056 89,524

投資その他の資産

投資有価証券 600 600

その他 168,139 166,058

貸倒引当金 △2,197 △685

投資その他の資産合計 166,541 165,973

固定資産合計 4,666,320 4,468,319

資産合計 6,008,867 5,973,144

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 36,514 43,900

１年内返済予定の長期借入金 193,622 188,730

未払金 96,294 55,974

未払法人税等 57,855 36,979

契約負債 10,147 12,978

前受金 6,207 6,663

賞与引当金 5,593 2,649

株主優待引当金 1,948 1,008

その他 84,528 77,594

流動負債合計 492,712 426,479

固定負債

長期借入金 600,670 471,516

繰延税金負債 10,288 14,479

再評価に係る繰延税金負債 10,052 10,052

資産除去債務 162,530 163,871

長期預り金 4,223 3,945

固定負債合計 787,765 663,865

負債合計 1,280,478 1,090,344

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 4,235,309 4,235,309

利益剰余金 376,820 531,402

自己株式 △2,750 △2,921

株主資本合計 4,709,379 4,863,789

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 19,010 19,010

その他の包括利益累計額合計 19,010 19,010

純資産合計 4,728,389 4,882,799

負債純資産合計 6,008,867 5,973,144
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 1,396,451 1,503,024

売上原価 1,176,524 1,128,234

売上総利益 219,926 374,790

販売費及び一般管理費 110,348 123,659

営業利益 109,578 251,130

営業外収益

受取利息 5 95

受取手数料 786 813

固定資産賃貸料 384 420

補助金収入 416 －

受取補償金 340 973

その他 1,794 1,332

営業外収益合計 3,726 3,635

営業外費用

支払利息 7,102 6,126

その他 576 44

営業外費用合計 7,679 6,171

経常利益 105,625 248,594

税金等調整前四半期純利益 105,625 248,594

法人税、住民税及び事業税 69,561 89,822

法人税等調整額 △2,130 4,191

法人税等合計 67,430 94,013

四半期純利益 38,195 154,581

親会社株主に帰属する四半期純利益 38,195 154,581

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 38,195 154,581

四半期包括利益 38,195 154,581

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 38,195 154,581

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、この会計方針の変更に

よる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

温浴 不動産 合計

売上高

温浴　施設利用料等 965,225 － 965,225

温浴　その他のサービス等（注１） 393,522 － 393,522

不動産賃貸　管理サービス等 － 2,111 2,111

顧客との契約から生じる収益 1,358,748 2,111 1,360,859

その他の収益（注２） 608 34,983 35,591

外部顧客への売上高 1,359,356 37,094 1,396,451

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,359,356 37,094 1,396,451

セグメント利益 193,012 11,880 204,893

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 204,893

全社費用（注） △95,315

四半期連結損益計算書の営業利益 109,578

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注１）温浴　その他のサービス等は、飲食、マッサージ等による売上高になります。

（注２）その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入等になります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（単位：千円）

温浴 不動産 合計

売上高

温浴　施設利用料等 1,042,722 － 1,042,722

温浴　その他のサービス等（注１） 421,914 － 421,914

不動産賃貸　管理サービス等 － 2,096 2,096

顧客との契約から生じる収益 1,464,636 2,096 1,466,732

その他の収益（注２） 496 35,795 36,292

外部顧客への売上高 1,465,133 37,891 1,503,024

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,465,133 37,891 1,503,024

セグメント利益 348,015 12,294 360,309

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 360,309

全社費用（注） △109,178

四半期連結損益計算書の営業利益 251,130

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注１）温浴　その他のサービス等は、飲食、マッサージ等による売上高になります。

（注２）その他の収益は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に基づく賃貸収入等になります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当該事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 229,573千円 227,155千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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